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３０人 講義 筆記

生命科学に関する以下の４つの領域についての講習を行う。

１）遺伝子組換え植物の育種開発（担当：教授　入船　浩平）
　遺伝子組換え植物は，食料，医薬，環境など，おおよそ植物が寄与している領域で研究開発が進み，また，実用化されつつ
ある。これらの背景にある遺伝子組換えを含む育種の目的や用途，組換え技術の実際，それらに関わる基盤的な生物学的
知見，課題などを含め遺伝子組換えに関わる最新の研究動向に関する話題を提供する。（75分）

２）タンパク質研究の最前線（担当：教授　小西　博昭）
生物を形作るために必須であるタンパク質は，ゲノム解析の結果，人間では約2万種類存在することが明らかとなった。それ
らの機能を解析するための実験手法や情報資源の活用法などについて解説する予定である。（75分）

３）人工多能性幹細胞（iPS細胞）研究の現状と展開（担当：教授　堀内　俊孝）
　あらゆる細胞に分化できる万能分化能力を持つ細胞が，分化した細胞から人工的に誘起できることが発見されて以来，急
激なスピードでこの分野の研究が進展している。受精卵から作出される胚性幹細胞（ES細胞）， 体性幹細胞，iPS細胞を比較
するとともに，iPS細胞を作出するために応用されている最新の分子遺伝学の手法を紹介する。また，iPS細胞研究の意義と
研究の展望について話題を提供する。生命科学分野において，研究の進展が予想される再生生物学の基礎知識を学び，分
子生物学的な手法を理解することを目標とする。（75分）

４）生体機能性分子の開発（担当：准教授　田井　章博）
　生体関連物質及び天然物を化学修飾したり，それらの構造の模倣を行なうことにより，有用な機能性（生理活性）分子が開
発されてきている。今回，我々に身近な生理活性分子であるビタミン，特に食品，化粧品，医薬品に幅広く利用されているビタ
ミンCを中心にその発見の歴史から，生理・薬理作用などに関する話題を提供する。さらに，実用化に成功したビタミンC誘導
体の開発及び最新の誘導体化研究について紹介する。（75分）

選択講習

シラバス

生命科学の最前線～研究の現場から
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小西　博昭
堀内　俊孝
田井　章博

講座概要

到達目標 生命科学に関する最新の研究動向やその学問的基盤に関わる現象を理解している。


